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大規模災害対策事業分担金条例を撤回（2月会議）
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2月会議を2月9日から12日に開催した。28年度一般会計補正予算を含む議案等5件を審議採決した。

大規模災害対策事業分担金条例を撤回
２月会

議

議案
号数 簡易議案名 概　　要 質疑・討論

の有無
採決
結果

報告
９ 専決処分の報告について 損害賠償額の決定 無 報告

報告　
10 専決処分の報告について 損害賠償額の決定 無 報告

議案
35

御船町大規模災害対策事業分担金条例の制定
について 有

議案の撤回について 御船町大規模災害対策事業
分担金条例の制定の撤回 無 全会一致

議案
36

御船町特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

審理員の報酬額を定める 有 全会一致

議案
37

平成 28年度御船町一般会計補正予算（第９
号）について

熊本地震に係る補正予算等
予算総額
歳入歳出　21,661,870千円

有 全会一致

議案
38

平成 28年度御船町情報通信基盤施設運営事
業特別会計補正予算（第２号）について

熊本地震に係る補正予算等
予算総額
歳入歳出　68,504千円

有 全会一致

２月議会で決まったこと（2月9日）

御船町大規模災害対策事業分
担金条例の制定について
中城議員　宅地耐震化推進事
業はどんな場合に適用される
のか。
松岡建設課長　町内３カ所の
大規模な盛土造成地域で被害
が発生した。その地域が対象。
中城議員　大規模盛土以外の
地域は対象にならないのか。
松岡課長　対象にならない。
中城議員　今朝の新聞に他市
町村では宅地耐震化事業は全
額公費負担とする記事が掲載
されていたが、再検討する考

えはないか。
松岡課長　受益者負担金の割
合は、郡内の各町と調整の上
決定した。
福永議員　今後上益城郡の他
町の動向によっては、御船町
だけ分担金をとるということ
にもなりかねない。住民感情
として納得できないのでは。
田端議員　御船町の工事分担
金条例と今回の違いは理解で
きたが、今回の宅地耐震化推
進事業関連、それから災害関
連地域防災がけ崩れ対策事業
関連について、対象戸数が何

件で、総額がいくらかという
ことは把握しているか。
松岡課長　大規模盛土地域は
辺田見、小坂、滝尾の３地域。
対象戸数として、辺田見が
108戸、小坂が66戸、滝尾が
97戸、事業費が辺田見地域が
約2.4億円、小坂地域が約2.3
億円、滝尾地域が約2.4億円。
田端議員　他市町村で個人の
負担金を取らないと公表され
た。町民感情が今後どのよう
に揺れ動くのか心配、本条例
はしっかりした議論と判断を
して制定しなければならない。
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議案の撤回について
藤木町長　ただ今開会中の町
議会に提出している「大規模
災害分担金条例」の議案は、
熊本地震の発生により町民が
今なお過酷な状況に置かれて
いることを踏まえ、今後、町
民の復興を最優先するために
も、今回の提案は適当でない
と判断し撤回する。
田上議員　撤回理由はわかっ
たが、今回提案の本条例につ
いて、今後どのようにする考
えか。
藤木町長　他町村の動向を見
極めて再考していく。

一般会計補正予算
高木小学校屋外トイレ
藤川議員　９月議会で高木小
学校の野外工事の設計監理委
託料は、減額補正で金額は
258万円。今回は356万円、こ
の増額の説明を。
米満学校教育課長　前回は、
解体の部分が入ってなかった。
今回文部科学省から、追加補
正で前倒しでやらないかとい
う通知が来たので建築計画を

立てた。検討した結果、同一
場所での改築になったので、
解体工事分が今回の増額に
なった。
藤川議員　設計が出てないの
に工事の予算を出すのか。
米満課長　今回は、文部科学
省から平成28年度予算で前倒
しでやらないかという話があ
り手を挙げた。だから２月議
会で予算を獲得し、繰り越す
ような感じで今考えている。

小坂小学校改築
藤川議員　解体費はいくらか。
米満課長　小坂小学校の解体
費用は、概算で2,230万円程度
を予定している。
藤川議員　この2,230万円の図
面はできているのか。設計事
務所はどこか。
米満課長　図面はまだ完成し
ていない。詰めの段階と聞い
ている。３月に全部完成する
予定。
藤川議員　解体が３月は行わ
れないと言われたが、解体の
設計監理はできているのか。
米満課長　まだ報告は上がっ

てきていない。平成28年７月
議会で設計費用を承認いただ
いて、文化建築社と契約を交
わしている。
藤川議員　春休みに工事を行
うには、間に合わないのでは。
米満課長　報告書が上がって
指名審査委員会等を開き、入
札通知を出して入札を迎える
わけだが、約１カ月ぐらいか
かる。２月中旬に上がってくれ
ば３月中旬に入札できる。
藤川議員　準備に１カ月、入
札は３月中頃。準備期間もあ
り、入札してから２週間する
と新学期に入ってしまう。給
食室の関係もあり大丈夫か。
米満課長　今回解体して８教
室を新築する場所とは違う。
影響が出ないところで今計画
をしている。
米満課長　昨年９月議会で、
工事費で2,028万3,000円、設計
監理委託料で258万円減額して
いる。この減額した金額は、
見積り単価の見直しを行った
関係である。
藤川議員　単価の見直しで、
設計委託料も上がったという
ことか。
米満課長　単価の見直しで工
事費が約180万円程度、また
約100万円近く設計委託監理も
上がっている。
藤川議員　設計委託料、工事
請負料まで上がっているが、
設計はもうでき上がっている
ということか。
米満課長　あくまでも今回計
上しているのは、設計をする
ための概算費用を計上してい
る。
藤川議員　小坂小学校の場合
は設計委託料として出ていた。
今回も設計委託料だけで、工
事金額はだせないのでは。震災復興が進む高木小学校グラウンド
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米満課長　基本的にはそうだ
が、あくまでも工事費は概算
費用である。高木小学校の場
合、既存で12平方メートルの
トイレがあるが、今回計画し
ているのが約25平方メートル。
多目的トイレも一応併設しよ
うと思っている関係で、総面
積約25平方メートル。概算費
用で一応見積りを取っている。
藤川議員　設計は行われたと
いうことか。
米満課長　まだ設計は行って
いない。設計を行うための概
算費用を今回計上している。
藤川議員　普通は設計が行わ
れて工事金額が出てくる。こ
の場合の予算は、もう設計も
監理料も工事金額も出ている。
どういう順序でこの工事金額
まで出したということか。
米満課長　基本的には、国土
交通省が示している計算式で
計算した。例えば工事費用を
入力すると設計費用が出てく
る計算式がある。今回の予算
はそれに基づいて出している。
藤川議員　こういうことは全
然委員会に説明がない。委員
会で説明すればスムーズにい

く。委員会は無視しているの
か。
米満課長　議会の承認を得て
予算を取るわけだが、その予
算をもとに入札になる。そし
て入札の後、学校と委員会で
打ち合わせをして、図面を完
成させることになる。
藤川議員　予算だけ取って繰
り越すということか。それな
ら委員会を開いて説明をすれ
ばよかったのに。小坂小学校
の予算で、工事金額の中に解
体費用などは含まれているの

か。
米満課長　解体費用も含まれ
ている。
藤川議員　解体の設計委託料
はいらないのか。
米満課長　平成28年７月議会、
補正（第４号）予算計上して
議会の承認を得ている。
藤川議員　小坂小学校の場合
は設計はでき上がっているの
か。
米満課長　報告書は上がって
ない。
藤川議員　解体は大体いつ頃
の予定か。
米満課長　３月中に入札して
着工したい。

財政調整基金へ積立
中城議員　特別交付税が12月
に６億円交付をされ、全額を
財政調整基金に積み立ててあ
るが、町債は50億円になって
いる。財政運営上、貯金と借
金、町債とのバランスはどの
ように考えているのか。
藤本企画財政課長　積立金６
億円、原資は特別交付税であ
る。災害で平成27年度の財政
調整基金、残額12億6,000万円プレハブ校舎（小坂小学校）

解体される小坂小学校校舎
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ぐらいあったのを、ほぼゼロ
になるまで取り崩した。財政
調整基金は、不意の財政需要
にいつでも取り出せる定期預
金のようなものだ。財政調整
基金はできるだけ多く積み上
げておきたいというのが基本
的な考え方である。
中城議員　特別交付税は12月
に６億円交付された。これは
大体３分の１で残りは３月と
いうことなのか。
藤本龍課長　当初予算では、
特別交付税１億２千万円ほど
の予算組みをしていたが、震
災のせいで12月の特別交付税
６億７千万円は異例の金額で
あった。ただ、３月にまた特
別交付税が来るが、金額はわ
からない。同額は望めないと
思っている。

ふるさと納税
田上議員　ふるさと納税が、
町長の行政報告で随分増えた
と報告があったが、昨年度末
は何件の幾らだったのか。
藤本龍課長　件数は覚えてい
ないが、金額は153万円だっ
た。
田上議員　かなり増えている
ということだが、他町に比べ
るとまだまだ少ないと思う。
お礼品の品数も増えているが、
もっと魅力ある目玉品はない
のか。
藤本龍課長　ふるさと納税の
返礼品の事業希望者に、説明
会を開催した。今後は積極的
に取り組んでいく。業者にも
素晴らしい返礼品の提案をお
願いした。

放課後児童クラブ利用料の
減免
田上議員　放課後児童クラブ

の交付金について説明を。
坂本こども未来課長　230万
7,000円については、熊本地震
関連で家庭の経済的負担を軽
減する意味がある。り災の状
況に応じて全壊、大規模半壊、
長期避難の世帯に１年間、４
月から翌３月までの保育料を
全額無料に。半壊の世帯に関
しては、１年間利用料を半額
にする。

給食センター防塵対策
田上議員　町民グラウンドの
仮置場、工事費とあるが、何
を工事するのか。
宮崎環境保全課長　給食セン
ター側の仮囲いを設置する工
事で、防塵対策である。

被災した家屋の解体状況
田上議員　行政報告では進捗
率が49.2％ということだが、
実際の具体的数字は。
宮崎課長　１月30日現在で総
件数が1,177件、棟数に直すと
1,445棟調査済。業者にお渡し
する調査済件数が1,015件、今
現在着工中が158件、日程は
未定というのが335件、業者
が済んでいない件数が208件、
竣工済が306件、保留件数が
８件、合わて1,015件、現在解
体済件数は431件。
田上議員　終了はいつごろか。
宮崎課長　震災当初、平成29
年度末と想定をしていた。解
体業者等の協力もあり、申込
が上がっている件数は、12月に
は終わる見込み。

臨時職員の募集状況
田上議員　土木の任期付職員
は何人募集したのか。
松岡建設課長　９人を募集を
したが全く応募がなかった。

田上議員　これをすべてコン
サル会社に任せるということ
は、コンサル会社も９人で対
応か。
松岡課長　２月と３月に分け
て３人ずつ、２月３人、３月
３人委託をしたい。
田上議員　他の課は、仕事量
に対して人員不足はないのか。
吉本総務課長　他の課は、不
足しているとは聞いていない。
平成29年度は施工が始まるの
で、施工監理の職員が不足す
ると考えている。
田上議員　農業振興課は、今
のメンバーで十分と考えてい
るか。
吉本課長　今の人員で満足し
ているということではない。
平成29年度も全国の知事会、
市長会、町村会にも依頼をか
けている。町長は独自で、こ
れまでに短期の支援を受けた
ところなどを回って、じかに
職員の派遣要請を行っている。
田上議員　人員不足が原因で、
大きなミスが起こって、町民
に迷惑がかからないようにし
てほしい。
藤木町長　御船だけが極端に
来てないとか、どこが多いと
かじゃなくて、各町苦労して
いる。県内の首長が手を取り
合って、各町長が先頭に立ち
人員関係をしている。

滝尾小に戻ってきた
子どもたち
田上議員　滝尾小学校が９カ
月ぶりに使えるようになった
が、問題なく使えているのか。
本田教育長　ＰＴＡの方々、
地域の方々が定期的に学校を
訪れて草取りをしたり、用務
員の先生に至っては、１週間
に一度ぐらい学校を訪れて、
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各教室の掃除や、周りの清掃
等も行っている。滝尾小学校
も被害を受けていたが、12月ま
でにすべて工事を終えて、１
月に無事に子どもたちが帰っ
た。子どもたちも落ち着いて
登校している。
田上議員　通学路は、本当に
安心なのか、安全なのか、気
になっている。保護者からも
そういう意見が出ているが。
本田教育長　学校から手前は
かなり強硬な工事をしていた
だき、片側通行ではあるが、
子どもが安全に通学する通学
路が確保されている。学校か
ら下鶴橋方面は、きちんとし
た歩道が完備されていない。
下鶴橋方面から登校する２人
の児童は、今保護者が送り迎
えをされている状況。下鶴橋
までの通学路の安全性の確保
は、早急に何とかできないか
お願いをしていきたい。

防災行政無線に着手
田上議員　防災行政無線はど
うなっているのか。
吉本課長　防災行政無線は、
今の時点では、平成29年度か
ら着手する予定。
沖議員　高木小学校のトイレ
の場所は。
米満課長　体育館と校舎をつ
なぐ渡り廊下あたりを考えて
いる。
沖議員　校舎から体育館へは
どう行くのか。
米満課長　渡り廊下はほぼ変
わらない状況で置きたい。現
在は12平方メートル、今度新
築で25平方メートルになるの
で、北側倉庫を取り壊して、
そこも含めた形で25平方メー
トルできないかなと考えてい
る。
沖議員　今のトイレの部分を
利用するということか。プー
ルと渡り廊下のところにはト
イレを造るスペースはないと
思うが。

米満課長　既存のトイレの部
分、それとプールとの間に25
平方メートルは取れないので、
渡り廊下のＬ型の北側にある
倉庫も含めた形で、25平方メー
トルできないかと考えている。
沖議員　学校、ＰＴＡ等、話
し合いはできているのか。教
育委員会が一方的に、ここに
造りますなのか。
米満課長　昨年当初予算計上
したときに学校にも話はして
いる。学校側から、地域と共
有するので、車いすでも利用
できるトイレを１つ造っても
らえないかという要望があり、
設計事務所に相談し25平方
メートルという面積が出てき
た。既存のトイレ面積では25
平方メートル確保できないの
で、Ｌ型になっている北側倉
庫も含めた形で新設のトイレ
ができないかなと思っている。
沖議員　それは洋式か。
米満課長　設計はできていな
いが、多目的トイレだけは洋

再開された滝尾小学校
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式にしたい。あとは学校と相
談して和式にするのか、洋式
に全部するのか決定したい。
沖議員　設計ができているの
か。
米満課長　今回予算要求して
いるのは設計費用、まだ設計
はできていない。あくまでも
概算費用として設計するのに
予算計上している。
沖議員　学校と地域、ＰＴＡ
と十分話し合ってもらいたい。
生きる力を育む研究の補助金
について説明を。
本田教育長　小坂小学校と御
船小学校への補助金の分で、
小坂小学校は外国語教育、英
語教育に対する補助金で、御
船小学校は本年度から道徳教
育に取り組んでいる。両方と
も県の指定を受けており、頑
張っていただこうという意味
での補助金である。
沖議員　町単独の補助金なの
か。
本田教育長　県と半分半分で、
総額はちょうど倍になる。
中城議員　農家の自力復旧支
援事業交付金だが、174件とい
うのは１月31日で区長が取り
まとめをしたものか。
松永農業振興課長　そのとお
り。３月中までに工事が完了
する予定の箇所。４月以降つ
いては、要望調査等行って金
額を確定したい。
中城議員　地震ででこぼこに
なったところの整地はできる
が、暗渠排水は対象にならな

いのか。
松永課長　この事業は、被災
農地を元に戻すということな
ので、この事業に該当するか
は、県に確認したい。
中城議員　元の田んぼに戻す
ということになると、暗渠排
水の修理も関連すると思う。
ぜひとも復興基金で事業対象
を拡大できるようお願いした
い。
松永課長　暗渠排水等の事業
も、この基金事業で対応でき
るよう要望していきたい。

情報通信基盤施設運営事業特
別会計補正予算
福永議員　全部繰り入れだが、
交付金その他の手当、公的手
当、補助等は存在するのか。
吉本総務課長　補助金等の特
定財源はない。
福永議員　純粋に基金が減っ

ただけということか。
吉本課長　そういうことにな
る。
中城議員　熊本地震災害に係
る保守委託料で終端装置撤去
費40件とあるが、例えば家が
全壊してＢＢＩＱを解約され
たという件数か。
吉本課長　40件は地震によっ
て休止の措置をとられた方。
中城議員　休止したり解約を
されたケースもあると思うが、
増えたのはあるか。
吉本課長　平成27年度末の利
用者の方が1,674件で今年の１
月１日現在で1,634件と、約40
件ぐらい減っている。震災で
移転を余儀なくされた方、廃
止された方がいると思うが、
同時に新規加入もありこの40
件の差になっている。

上記の表は２月議会の質疑において、発言のために議長から指名された回数を「発言回数」として掲載しています。
発言内容等に関しては、議会傍聴や議事録で確認されることをお勧め致します。

２月議会における
議員の発言（質疑）回数

田
端

森
田

岩
永

中
城

福
永

田
上

藤
川

池
田

清
水

塚
本

田
中 沖 岩

田
井
本

9 0 2 17 8 21 25 1 0 ー 0 12 0 議長

震災により破損した終端装置
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石破茂前地方創生担当大臣 来町
御船町議会議員　 清水　圣

独自研
修会

　２月27日（月）、石破茂前地
方創生担当大臣を講師に招き、
議会独自研修会を開催した。
参加者は約90人。
　演題は、「地方創生及び熊
本地震からの復興について」。
　人口減少などの日本が抱え
る問題から東京が抱える首都

直下型地震、急激な高齢化の
問題などをわかりやすく説明
された。
　また、景行天皇の船が御着
したことによる町の名前の由
来や、２日間ではあるが県庁
があったこと、玉虫御前など
歴史の宝庫である御船町の可

能性についても言及された。
　まとめとして、地方創生成
功の鍵は「産（産業に携わる
人）」「官（役場）」「学（学校・
学生）」「金（地元の銀行・信
用金庫等）」「労（労働組合）」
「言（地元のメディア）」が
整っているところであり、「や
りっぱなしの行政」「頼りっぱ
なしの民間」「無関心の町民」
がそろったところは失敗する
とのことであった。
　国会での審議があったため
町での滞在時間は約２時間で
はあったが、議会だけでなく
町にとっても大変有意義な研
修であった。
　石破代議士は、研修の前に
仮設住宅を視察し、入居者
（ふれあい広場）との意見交換
を行った。

仮設住宅入居者への慰問

講演する石破茂前地方創生担当大臣

庁舎内を視察
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議会広報紙「特別評」受賞
議会広報編集特別委員会

災害は初動が重要
報告者 御船町議会議員　福永　啓

政務活
動報告

１月16日（月）、政務活動
費を使った研修の1つとして、
高野甲子雄氏を招き防災に関
する研修会を開催した。
高野氏は、ホテルニュー
ジャパン火災の時の救助隊長
で、プロジェクトXなど、マ
スコミでも取り上げられるこ
とも多い方である。

会場は御船消防署３階の会
議室を利用し、地域の方々や
消防団員、消防署員の方々な
ど、自由に参加できる形とし、
私たち議員以外にも100名ほ
どの参加者があった。
「伝説の消防士」とも呼ば
れる高野氏だが、まず小柄で
柔和な出で立ちに驚かされた。

話の内容は現場主義を貫い
た一流ならではの説得力が
あった。
「災害は初動が重要である」

「その場に応じ、臨機応変に行
動すること」。あたり前のこと
だが、それが非常時にできな
くなることも多い。その当た
り前のことをするためには
「まず深呼吸、落ち着くこと」。
高野先生のお話は、ニュー

ジャパン火災や、東日本大震
災時の体験など、多岐に及び
興味深かったが、災害時の対
応について、たとえ理解して
いたとしても、落ち着いて、
やるべきことをやることの難
しさを実感した私達被災者に
とって、大変有意義な研修会
であった。

　昨年５月に発行した御船町
議会広報紙特別号が第31回町
村議会広報コンクールにおい
て「特別評」を受賞した。

　これは、平成28年熊本地震
発生直後の厳しい状況下に
あっても、議会広報紙を発行
し、住民の安全確保と不安解
消に努めた当議会の姿勢が評
価されたことによるもの。昨
年度の特別奨励賞（企画・構
成部門賞）に引き続き２年連
続の受賞となった。

講師の高野甲子雄先生（左から５番目）

議長より伝達
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熊
本
地
震
か
ら
約
一
年
が
経
と

う
と
し
て
い
る
今
尚
、
多
く
の
爪

痕
が
残
る
。
そ
の
一
つ
水
越
五
ヶ

瀬
の
林
道
に
高
さ
３
ｍ
、
周
囲
12
ｍ
、

重
さ
約
１
５
０
ｔ
の
巨
大
岩
石
が

落
ち
、
道
を
塞
い
だ
。
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
に
か
け
ら
れ
２
、４
０
０

円
で
落
札
さ
れ
た
。
３
月
７
日
大

安
吉
日
に
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
。

水
越
と
ゆ
か
り
が
あ
る
菊
池
神
社

坂
本
宮
司
に
神
事
を
務
め
て
頂
き

地
元
関
係
者
、
工
事
関
係
者
等
が

集
ま
り
お
ご
そ
か
な
内
に
無
事
終
了
。

そ
の
後
地
元
で
用
意
さ
れ
た
手
料

理
と
水
越
の
歴
史
の
話
で
盛
り
上

が
っ
た
。

　

工
事
は
４
月
上
旬
頃
よ
り
始
め

ら
れ
る
。

清
水　

圣　

2日	 通常点検

3日	 議会運営委員会

5日	 公立保育園入園式

10日	 全員協議会（予定）

	 広報編集特別委員会

	 議会改革推進特別委員会

11日	 小中学校入学式

13日	 議会（予定）

14日	 熊本地震追悼式（県庁）

18日	 視察受入（秋田県美郷町議会）

20日	 視察受入（福岡県柳川市議会）

23日	 第八師団（自衛隊）記念行事

28日	 一般廃棄物処理施設整備促進	
	 協議会

議会の予定4月

発
行
責
任
者	
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ひと

かがやく
あれ（熊本地震）から１年

古閑原
川口 勝行さん

　

昨
年
４
月
14
、
16
日
の
２
夜
連
続
の
巨

大
地
震
か
ら
も
う
す
ぐ
１
年
に
な
り
ま
す
。

み
ん
な
が
初
め
て
経
験
し
た
あ
の
恐
怖
、

地
震
は
一
瞬
に
し
て
多
く
の
建
物
や
土
地

を
破
壊
し
て
、
さ
ら
に
は
一
番
大
事
な
心

に
も
大
き
な
傷
を
与
え
ま
し
た
。
御
船
町

で
も
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ

ま
す
。
被
災
し
て
傷
を
負
い
な
が
ら
、
共

に
助
け
合
い
、
各
地
か
ら
駆
け
付
け
て
く

れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
に
よ
っ
て
、

よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
町
内
に
は
46
名
の
民
生
委
員
が

い
ま
す
が
、
そ
の
６
割
近
く
が
半
壊
以
上

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
我
が
家
の
こ
と

は
差
し
置
い
て
、
地
域
や
避
難
所
で
の
支

援
な
ど
の
見
守
り
活
動
が
続
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
時
こ
そ
地
域
の
支
え
合
い
、
助
け

合
い
が
一
番
大
事
だ
と
地
震
は
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
地
震
が
来
る
前
、
民
児
協

３
月
定
例
会
で
地
震
に
つ
い
て
の
勉
強
会

を
し
ま
し
た
。
県
の
防
災
士
の
資
格
を
持

つ
下
野
委
員
か
ら
、
日
奈
久
断
層
の
話
や

家
具
の
転
倒
を
防
ぐ
Ｌ
型
金
具
や
木
材
、

紐
な
ど
を
使
っ
て
簡
単
に
で
き
る
防
災
対

策
を
学
ん
だ
の
で
す
。
し
か
し
、
１
か
月

後
に
巨
大
地
震
が
来
て
、
家
は
も
と
よ
り

多
く
の
家
具
も
壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

勉
強
会
を
し
た
の
に
対
策
を
先
送
り
し
て

実
行
し
て
な
か
っ
た
の
で
す
。
聴
い
て
、

見
て
、
学
ん
だ
こ
と
は
す
ぐ
や
っ
て
お
く

べ
き
で
し
た
。

　

現
在
、
町
に
は
21
か
所
に
仮
設
住
宅
が

で
き
て
、
ほ
ぼ
入
居
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
頑
張
る

時
で
す
。
地
震
に
負
け
な
い
で
お
互
い
助

け
合
い
、
支
え
合
っ
て
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
何
か
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
近
く
の
民
生
・
児
童
委
員
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

安全祈願祭後に記念写真


